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安全データシート 
製品名： 

AMSORB ® Plus 

文書番号：MSDS-1401 
発行：11  

作成日：2004年10月 
改訂日：2024年6月24日 

1 物質/混合物および会社/事業の特定 
1.1 製品識別子 AMSORB® Plus 

1.2 物質または混合物の関連する特定の

使用および推奨されない使用 
医療用の二酸化炭素 (CO2)吸収剤のみ；人間および動物の麻酔に適してい

ます。 

1.3 安全データシートの供給者の詳細 

アームストロング・メディカル・リミテッド 
ワットスタウンビジネスパーク、ニューブリッジロード、コレイン 

北アイルランド、BT52 1BS 
電話：+44 (0) 28 7035 6029 

メール: regulatory.respiratory@eakinhealthcare.com 

1.4 緊急電話番号 UFI: QPRC-46U7-MHA8-KH2G 
+44 (0) 1865 407333 (英国) 

2 危険の特定 

2.1 

物質または混合物の分類 
規則 (EC) 第1272/2008号 (CLP/GHS) による分類 – セクション11を参照 

H315 皮膚刺激性2 
H319 眼損傷1 
H335 STOT SE 3 

2.2 

ラベル要素 
EC規則第1272/2008号 (CLP/GHS) に基づくラベリング 

ピクトグラム 

 

信号語 警告 

危険文 
H315 皮膚の刺激を引き起こします。 
H319 重度の眼刺激を引き起こします。 
H335 呼吸器の刺激を引き起こす可能性があります。 

予防措置文 
P280 保護手袋/保護衣/眼の保護具/顔の保護具を着用してください。 
P314 体調が悪い場合は、医師の助言を受けてください。 
P261 粉塵/煙/ガス/霧/蒸気/スプレーを吸入しないでください。 

P302/352 皮膚に付着した場合：大量の石鹸と水で洗い流してください。 

P305/351/338 目に入った場合：数分間注意深く水で洗い流してください。コンタクトレンズがある場合は、取り外しや

すいなら取り外し、洗浄を続けてください。 
P332/313 皮膚刺激が発生した場合：医師の助言を受けてください。 
P304/340 吸入した場合：被害者を新鮮な空気のところへ移動させ、呼吸しやすい姿勢で休ませてください。 

P310 直ちに毒物センターまたは医師に連絡してください。 

2.3 その他の危険 
既知のものはありません 

3 成分/成分に関する情報 

3.2 

混合物の特性 

固体基材と添加剤。 
このセクションで必要なCLP分類は、供給された製品に関連しています。法令に従うためには、製品の関連

成分の分類を100%存在するかのように示さなければなりません。成分が製品に非常に低い濃度で存在する

場合、ユーザーへのリスクレベルは低下します。そのため、個々の成分と製品の分類が異なる理由です。 

化学名 CAS番号 インデックス

番号 EC番号 分類 濃度 

水酸化カルシウ

ム 1305-62-0 データなし 215-137-3 
CLP: 皮膚刺激性2 H315 

眼損傷1 H318 
STOT SE 3 H335 

<85% 

硫酸カルシウム 7778-18-9 データなし  231-900-3 分類されていません <1.5% 
塩化カルシウム 10043-52-4 017-013-00-2 233-140-8 眼刺激性2 H319 <3.5% 
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4 応急処置 

4.1 

応急処置の説明 

吸入 被害者を新鮮な空気のところへ移動させ、暖かさと安静を提供してくださ

い。上気道が炎症を起こしている場合は、医師の助言を求めてください。 

皮膚接触 影響を受けた皮膚の部分をすぐに石鹸と大量の水で洗浄してください。必

要に応じて医師の助言を求めてください。 

目の接触 目をすぐに大量の水でよく洗い流し、刺激が収まるまで続けてください；

医師の助言を求めてください。 

摂取 
暴露の可能性は低いです。ただし、製品を飲み込んだ場合は、嘔吐を誘発

しないでください。大量の水を飲み、必要に応じて医師の助言を求めてく

ださい。 

4.2 最も重要な症状および影響（急性お

よび遅延） 最も急性の症状は眼の刺激です。遅延効果は知られていません。 

4.3 緊急の医療処置および特別な治療の

必要性の指標 上記の通りの治療を行ってください。 

5 消火対策 
5.1 消火媒体 水、フォーム、CO2、および粉末はすべて適切な消火器です。 

5.2 物質または混合物から生じる特別な

危険 材料は不燃性です。包装材は可燃性である可能性があります。 

5.3 消防士へのアドバイス 自給式呼吸器が必要な場合があります。 

6 事故による放出対策 

6.1 個人の予防措置、保護具および緊急

手続き 
個人の保護措置を守り、高濃度の粉塵を吸入せず、皮膚や目

の接触を避けてください。 
6.2 環境への配慮 既知のものはありません。 

6.3 封じ込めおよび清掃のための方法と

材料 

漏洩が発生した場合、機械的に（例：掃除または真空吸引して）密閉容器

に移してください。個人の保護措置を守ってください。残りは大量の水で

流してください。容器にラベルを貼り、通常の手順に従って廃棄してくだ

さい。 
6.4 他のセクションへの参照 個人保護具についてはセクション8を参照してください。 

7 取扱いと保管 

7.1 安全な取り扱いのための予防措置 
こぼれないように注意して取り扱ってください。粉塵の

発生と堆積を避けてください。  

7.2 安全な保管条件（不適合性を含む） 清潔で乾燥した、十分な換気のある環境で保管してください。直射日光を

避け、常温条件で密閉容器を保管してください。 
7.3 特定の最終用途 麻酔における二酸化炭素(CO2)の化学吸収剤として。 

8 曝露制御/個人保護 

8.1 

 
制御パラメー

タ 
 

職場曝露限界値 (WELs) は、HSE (EH40/2005) によって設定されています。 
STEL（15分） 4 mg/m³ 水酸化カルシウ

ムのデータ LTEL（8時間TWA） 1 mg/m³ 

8.2 

曝露制御 
適切な工学的制御 該当なし 

個人保護具 

化学物質の取り扱いに関する通常の基準を守ってください。 
休憩前と仕事の後に手を洗ってください。 

粉塵が舞い上がった場合は吸入を避けてください。 
作業に適した個人保護具を着用してください（以下参照）。 

目/顔の保護 目の汚染リスクを最小限に抑えるため、安全ゴーグルを着用してください。 
皮膚の保護 適切な手袋を着用し、皮膚接触があった場合は十分に洗浄してください。 

呼吸器の保護 （換気が不十分な場合）粉塵用の認可されたマスクまたは呼吸器を着用してくだ

さい。 

熱の危険 
反応中に過剰な熱が発生します。  カートリッジは最大45°Cに達する可能性があ

り、皮膚や体組織に損傷を与えるには不十分と見なされます。  カートリッジを

取り外す際には注意が必要です。 
その他の保護 該当なし 
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9 物理的および化学的特性 

9.1 

基本的な物理的および化学的特性に関する情報 

物理状態 固体の白色（期限切れ時は

紫色）顆粒 色 白または色付き 

臭気 無臭 pH 約12.5 
沸点/範囲 未決定 融点/凍結点 未決定 
発火点 該当なし 相対密度 約2 g/cm3 

溶解性 わずか 臭気閾値 該当なし 
蒸発率 該当なし 可燃性 該当なし 

下限および上限爆発限界 該当なし 蒸気圧 該当なし 
相対蒸気密度 該当なし 分配係数Log Poct /水 該当なし 
自己着火温度 該当なし 運動粘度 該当なし 
爆発特性 未決定 酸化特性 未決定 
分解温度 未決定 粒子特性 未決定 

9.2 その他の情報 既知のものはありません 

10 安定性および反応性 
10.1 反応性 酸にさらされると熱が発生します。 
10.2 化学的安定性 通常の取り扱い条件下で安定です。 
10.3 危険な反応の可能性 危険な重合は発生しません。 
10.4 避けるべき条件 空気との接触 - 炭酸カルシウムの形成。 
10.5 不適合材料 クロロホルム、トリクロロエチレン。 
10.6 危険な分解生成物 なし 

11 毒物学的情報 

11.1 

毒性影響に関する情報 
危険クラス 方法 種 曝露経路 有効量 曝露時間 結果 

急性毒性 LD50  ラット 経口 > 2000 mg/kg 
(OECD 425) データなし 

水酸化カ

ルシウム

のデータ 

皮膚腐食/刺激 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 
重度の眼の損傷/刺

激 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 
呼吸器または皮膚

感作 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 
生殖細胞の変異原

性 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 

発癌性 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 

生殖毒性 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 

STOT単回暴露 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 

STOT反復暴露 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 

吸引性危険 データなし データなし データなし データなし データなし データな

し 
皮膚適合性 湿った皮膚組織、目、及び露出した切り傷に対して重篤 

粘膜 呼吸器系及び鼻腔にも刺激性がある。 

その他の情報 

皮膚の繰り返しまたは長期の接触は、赤み、脱落、ひび割れを引き起こす可能

性がある。粉塵の長時間吸入は、微量の結晶性シリカにより呼吸器疾患を引き

起こす可能性がある。 
水酸化カルシウムは、MSHA、OSHA、またはIARCの発癌物質リストには記載

されていない。 
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12 生態情報 

12.1 毒性 LC50 水生生物 海洋水生無脊椎動物のNOEC 
（14日）：32 mg/l 

12.2 持続性及び分解性 無機物質には関連しない 
12.3 バイオ蓄積の可能性 無機物質には関連しない 
12.4 土壌中の移動性 低い溶解度により移動性は低い 
12.5 PBT/vPvB評価の結果 無機物質には関連しない 
12.6 その他の有害影響 既知の有害影響はなく、自然に存在する鉱物に変換される 

13 廃棄に関する考慮事項 

13.1 廃棄物処理方法 

国家及び地方当局の規則に従って廃棄する。許可された業者及び運送業者によって廃棄す

る。この製品は、臨床的に汚染されている、または有害な臨床廃棄物として特定されない限

り、非汚染の臨床廃棄物として廃棄するべきである。プラスチックの封入容器や袋などの一

次包装は、この製品のための封入であり、他の目的には使用されない。  棚用カートンなど

の他の包装は、国家及び地方当局の規則に従って再利用及びリサイクルできる。 
  

14 輸送情報 
14.1 国連番号 

(ADR, IMDG, IATA) 規制されていない 14.2 適切な輸送名 
(ADR, IMDG, IATA) 規制されていない 

14.3 輸送クラス 
(ADR, IMDG, IATA) 規制されていない 14.4 梱包グループ 

(ADR, IMDG, IATA) 規制されていない 

14.5 環境危険性 
(ADR, IMDG, IATA) なし 14.6 特別手続き 

(ADR, IMDG, IATA) 規制されていない 

14.7 バルク輸送 該当なし    

15 規制情報 

15.1 物質または混合物に特有の安全、健

康、環境に関する規制/法律 
この製品は、EC規則1272/2008（CLP）に従って分類されている。その他

の規制情報や条項は、この製品には適用されない。 
15.2 化学安全評価 この物質に対して化学安全評価は行われていない。 

16 その他の情報 

変更の指示 この安全データシートは、EC規則1272/2008（CLP）およびREACH規制に従って、

2024年5月に改訂された。   
略語または頭字語 なし 

主要な文献参照及びデータソー

ス 
他の供給者の安全データシート、CPL規則（EC）第1272/2008の附属書VI、EH40

（2005） 
規則（EC）第1272/2008に従った分類 分類手続き 

皮膚腐食性1; H315  

関連H文（番号及び全文） 
H315、皮膚刺激を引き起こす 

H318、重度の眼損傷を引き起こす 
H335、呼吸器刺激を引き起こす可能性がある 

トレーニングのアドバイス なし 

さらなる情報 
COSHH規則に準拠している。 

この情報は私たちの現在の知識に基づいており、安全要件の観点から私たちの製品を説

明することを意図している。特定の問題を保証するものとは解釈されるべきではない。    
 


